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開発の背景

NTT東日本�技術協力センタでは，フィールドで発生
した解決が難しい故障について，現場保守担当者等から
相談を受けて原因究明し対処を行っています．音声系
サービスに関連する相談として，「外線発信できない場
合がある」「ある内線グループへの着信が話中になるこ
とが多い」といった問合せがあります．このようなケー
スでは，利用可能チャネル数の不足や，特定の内線グルー
プへの利用可能チャネル数の割当て不足が原因として考
えられます．解決のためには，利用可能なチャネル数の
確認をする必要があり，従来の手法では，相談を受けて
から現地の通話情報を収集する機器を設置していたた
め，情報収集に時間を要していました．また,情報収集
後も通常 ₁ 週間以上の大量の通話データから利用可能
チャネル数を解析しており，非常に長い時間がかかって
いました.今回，これらの作業効率の改善のため,機器の
ログファイルを集計することで，解析期間を大幅に短縮
する「通話ログ整形ツール」を開発しました．
例えば，最近相談の多いひかり電話を考えてみると，
従来手法には ₃ つの大きな課題があります． ₁ 点目の課
題は，キャプチャにかかる手間と，大量のデータ分析に
かかる時間です．通話データをキャプチャするためには，
キャプチャ装置を手配したうえで，お客さまと設置可能
な日程を調整して，キャプチャ装置を設置， ₁ 週間から
₁ カ月程度のキャプチャを行うことになります．お客さ
ま環境からキャプチャ装置を回収した後も，大量のデー
タを分析，集計する必要があり非常に時間がかかってい
ました．
₂ 点目の課題は，お客さま通信を最低でも ₂ 回切断 ・

接続しなければならないことです．キャプチャ装置の設
置時には，お客さまの回線の途中にキャプチャ装置を設
置する必要があります．そのため，作業の都度，通信を
切断 ・ 接続せざるを得ませんでした．
₃ 点目の課題は，キャプチャデータの解析スキルです．

大量に取得したデータから通話に関連する情報だけを選
別し，通話ごとに通話開始 ・ 終了時刻を読み取ること
ができるスキルが必要です．現地担当者の方にこのよう
な解析を行う手順をドキュメント化して提示する方法も
考えられますが，スキルを習得するまでの期間が必要と
なります．
本ツールは,このような課題を解決し，データの収集 ・
解析をスキルレスで容易に行うことができます．まず，
通話開始 ・ 終了時刻が残されているひかり電話終端装
置等のログを取り出し，ツールに読み込ませます．ツー
ルを起動すると一定時間ごとに同時通話チャネル数のカ
ウントを開始します．そのためログファイルの取得だけ
で同時通話数が解析できることから，キャプチャ装置が
不要であり，お客さま通信にも影響を与えません．また
ログファイルの解析はデータの読込みと同時に実行され
るため，通話時間を個別に分析する必要がありません．
さらに，本ツールには通話数を簡易なレポートにまとめ
て出力する機能を具備しており，ログファイルを取得し
たと同時に通話状況のレポートを作成してお客さまに説
明することが可能です．

「通話ログ整形ツール」の機能と利用方法

本ツールは汎用PC上で利用することが可能なソフト
ウェアで，以下の機能を具備しています．
①�取得した通話ログを解析し，同時通話数，呼量を計
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「通話ログ整形ツール」の機能と利用方法

端末ログを活用した
通話状況（回線使用状況）の即時見える化
ビジネスフォン等を利用されているお客さまから，「発信できないことがある」「他のお客さまからお話し中が多い
と言われた」などの申告をいただいた場合は，利用可能な回線数（チャネル数）が不足している可能性が考えられる
ため,お客さまの同時通話数（チャネル利用数）を確認する必要があります．NTT東日本 技術協力センタでは，ビジ
ネスフォンやひかり電話ルータ等の通信機器内に蓄積されているログを分析することで，簡易に回線の使用状況を見
える化するツールを開発しました．
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算して表示します．
②�通話ログの解析結果を「簡易レポート」として定型
フォーマットで出力します．
③�通話ログを整形して定型フォーマットでファイル出
力します．異なる機器の通話ログを他のソフトウェ
アで集計，分析するなど，柔軟な解析を可能とし
ます．
④�本ツールにあらかじめ設定されている通信機器だけ
でなく，新たな機器を解析対象として追加すること
が可能です．新たな機器のログファイルフォーマッ
トを新たに定義するときは，通話開始時刻，通話終
了時刻が記載されたフィールドを判別できるように
ログファイル構造を指定します．新たに定義した機
器のログファイルフォーマットの設定は保存可能で，

その後の解析で再定義せずに使用できます．
本ツールの利用概要を図 1（データ収取から簡易レポー
トまでの概要）に示します．通信機器に蓄積されている
通話ログは，対象装置のマニュアル等に記載されている
方法で取り出します．ログの中には，機器が保存できる
一定期間分の通話情報が自動で記録されているためデー
タの取得を開始 ・ 終了する操作が不要です．また，お
客さまが普段機器をご利用いただいている状況でログの
取得が可能です．�
通話ログ整形ツールにログファイルを読み込ませる前
に，入力する条件〔機種，取得したログの期間，解析内
容（同時通話数，呼量，切断理由）〕等を設定します．
条件指定画面を図 2（ツール画面）に示します．�
次にログデータを読み込ませると，ツール内で自動的
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図 1 　ツール利⽤概要
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に設定された解析内容の算出が実施されます．
解析結果を簡易レポートとして出力した例を図 ₃に示
します．例えば，お客さまが契約されている通話チャネ
ル数が ₅ チャネルのとき，図 ₃ のレポートの各時刻での
同時通話数を見ると，契約チャネル数の上限まで利用さ
れていることが分かります．例えばお客さまから「発信
できないことがある」といった内容の相談を受けている
場合には，レポートに基づいて，契約チャネル数の追加
によって状況を改善する提案ができます．
本ツールの利用は，現在NTTグループ内に限定され
ています．入手方法については，技術協力センタHPを
参照するか，問い合わせ先までご連絡ください．

今後の予定

本ツールは，トライアルを行っており，保守の現場等
においてお客さまの通信端末からログデータを取得して
います．このトライアルの結果からフィードバックを行

い，さらなる機能改善の検討を進めています．
技術協力センタ�ネットインタフェース技術担当では，
これまで培ってきた通信にかかわるデータの解析手法や
スキルを活用して，現場稼働の効率化に資するような新
たなツール開発を検討しています．また技術協力センタ
では，引き続き現場の課題解決に向けた技術協力活動を
推進し，通信設備 ・ サービスの品質 ・ 信頼性向上に貢
献していきます．

◆問い合わせ先
NTT東日本

ネットワーク事業推進本部　サービス運営部
技術協力センタ　ネットインタフェース技術担当
TEL 0₃-₅₄₈0-₃₇02
E-mail nif-ml east.ntt.co.jp今後の予定

図 2 　ツール画面 図 ₃ 　簡易レポート


